
コ
ッ
ホ
や
フ
レ
ー
ベ
ル
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、

フ
ン
ボ
ル
ト
、

ハ
イ

置
す
る
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン

ル
ブ
ル
ク
、

テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
、
イ
エ
ナ
等
と
並
ぶ
古
い
大
学
町
で
あ
る
。

ネ
等
を
輩
出
し
、

ガ
ウ
ス
や
グ
リ
ム
兄
弟
が
教
鞭
を
執
っ
た
ゲ
ッ
テ
ィ
ン

ゲ
ン
大
学
を
中
心
と
し
た
こ
の
町
は
、
い
ま
は
観
光
ル
ー
ト
「
メ
ル
ヘ
ン

街
道
」
途
上
に
あ
り
、
旧
市
庁
舎
前
の
マ
ル
ク
ト
広
場
に
あ
る
、
グ
リ
ム

童
話
に
ち
な
ん
だ
「
ガ
チ
ョ
ウ
番
の
娘
リ
ー
ゼ
ル
」
の
噴
水

(Brunnen)

一
九
九
九
年
秋
よ
り
約
一
年
間
、

が
、
訪
れ
る
人
々
の
心
を
癒
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
学
術
交
流
会

(DAAD)
の
奨
学
生
と
し
て
、
こ
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン

ゲ
ン
大
学
に
留
学
す
る
機
会
を
得
た
筆
者
は
、
渡
独
後
約
半
年
た
っ
た
春

休
み
の
あ
る
日
、
ド
イ
ツ
を
舞
台
と
し
た
森
鵬
外
の
作
品
を
、
ド
イ
ツ
の

風
景
の
中
で
読
み
た
い
と
い
う
衝
動
に
駆
ら
れ
、
『
舞
姫
』

の
文
庫
本
を

(Gottingen) 
よ、
,
1
 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
真
ん
中
あ
た
り
、

マ
ー

ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
に
位

い
ま

片
手
に
中
心
街
へ
と
出
か
け
て
い
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
と
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
。

話
の
舞
台
と
し
て
は
若
干
異
な
り
は
す
る
も
の
の
、
太
田
豊
太
郎
の
物
語

を
読
み
進
め
る
に
つ
れ
、
作
品
中
の
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
イ
セ
ン
）
の
風
景
と
、

目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ド
イ
ツ
の
日
常
生
活
と
の
境
が
な
く
な
り
、

双
方
入
り
混
じ
っ
て
別
の
憔
界
を
形
成
し
て
い
く
よ
う
な
不
思
議
な
感
党

を
覚
え
た
。
自
分
が
、
作
品
の
中
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
の
中
に
溶
け
込
ん

で
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
明
治
期

の
日
本
人
の
目
か
ら
み
た
ド
イ
ツ
文
化
を
綴
る
、
日
本
語
の
い
さ
さ
か
古

い
文
体
に
、
さ
ら
に
は
日
本
語
そ
の
も
の
に
、
郷
愁
を
覚
え
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
強
く
意
識
し
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
こ
の

H
の
体
験
は
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
に
ま
み
れ
た
生
活
の
中
で
、
閾
外
の
す
ば
ら
し
い
日
本
語
に
心
安

ら
い
だ
ひ
と
と
き
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
感
動
と
安
ら
ぎ
の
中
で
、

鴎
外
模
倣
に
興
じ
て
走
り
書
き
し
た
日
記
の
一
部
を
以
下
に
記
す
。
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キ

ル

ヒ

(
1
)

春
ま
だ
浅
き
禰
生
半
ば
の
晴
れ
し
日
に
、
ヨ
ハ
ニ
ス
教
会
が
傍
ら
の
腰

掛
に
て
讀
書
に
耽
り
た
り
。
敷
石
に
映
る
未
だ
芽
吹
か
ぬ
大
樹
の
陰
影
、

網
の
目
の
如
し
。
風
の
戯
れ
に
て
頁
の
は
ら
は
ら
と
め
く
る
る
を
も
興
じ
、

時
折
聞
こ
え
来
る
、
子
等
の
愛
ら
し
き
磐
に
耳
傾
く
る
。
日
頃
憎
み
し

の

ど

か

公
車
の
騒
音
も
、
何
時
し
か
ひ
と
時
の
長
閑
な
る
風
景
に
紛
れ
り
。
彼
の

ベ
ル
リ
ン

太
田
豊
太
郎
は
、
伯
林
の
ケ
エ
ニ
ヒ
辻
の
休
息
所
に
て
、
時
の
新
聞
に
日

く
だ
り

を
通
ず
。
余
は
そ
の
件
を
、
三
時
を
告
ぐ
る
鐘
の
音
聞
き
つ
つ
讀
み
に
け
り
。

鐘
四
時
を
打
ち
て
、
滑
り
往
く
路
面
の
樹
影
幾
ば
く
か
長
く
な
り
ぬ
。

頭
巾
か
ぶ
り
し
粒
子
の
獨
逸
語
な
ら
ざ
る
言
、
傍
ら
に
聞
こ
ゆ
。
見
当
も

ロ

シ

ア

く

だ

り

つ
か
ぬ
。
豊
太
郎
が
露
西
亜
に
赴
き
舌
人
を
勤
め
た
る
件
を
讀
み
て
、
彼

の
言
の
オ
に
寄
す
る
羨
み
の
情
、
異
国
に
て
勉
学
す
る
我
が
身
な
れ
ば
ま

ひ
と
し
お

た
一
入
な
り
。
さ
て
、
こ
の
西
亜
細
亜
風
の
子
女
の
言
に
耳
を
傾
け
眺
む

る
に
、
背
後
よ
り
携
帯
電
話
の
電
子
音
聞
こ
ゆ
。
興
ざ
め
て
集
中
力
途
切

れ
し
も
、
こ
の
音
の
我
が
祖
國
を
思
ひ
抱
か
せ
る
は
い
と
を
か
し
。

パ

ン

ダ

(
2
)

ふ
と
傍
ら
の
女
子
の
、
我
が
鞄
の
大
猫
写
し
た
る
飾
り
に
胴
る
る
。
そ

の
面
に
は
笑
み
の
浮
か
べ
り
。
余
も
返
し
て
微
笑
ま
じ
か
や
。
ま
た
、
余

*

＊

*

 

思
え
ば
、
鴫
外
を
模
倣
で
き
る
は
ず
は
な
く
、
所
詮
素
人
の
戯
れ
に
す
ぎ
ず
、

特
に
鵬
外
フ
ァ
ン
の
皆
様
に
は
先
ん
じ
て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

の
讀
み
し
頁
面
に
影
映
れ
り
。
彼
の
女
子
の
、
我
が
讀
み
た
る
文
字
に
興

じ
て
背
後
よ
り
覗
き
け
れ
ば
な
り
。
そ
の
祉
の
叱
る
。
余
は
間
題
無
し
と

獨
逸
語
に
て
返
す
。
そ
の
子
、
齢
四
つ
五
つ
に
見
ゆ
。
日
前
な
る
馬
の
玩

具
に
乗
り
戯
れ
し
に
、
時
折
群
成
し
て
飛
び
た
る
鳩
に
興
を
覚
え
、
母
に

問
ふ
。
母
は
何
が
し
か
の
言
を
返
し
、
傍
ら
の
紙
袋
よ
り
燒
き
菓
子
を
取

り
出
し
そ
の
子
に
渡
す
。
彼
女
は
そ
れ
を
千
切
り
て
投
げ
け
り
。
鳩
の
菓(

3
)
 

子
に
集
ふ
を
見
る
に
興
じ
て
や
ま
ず
。
そ
の
母
子
の
去
る
に
、
子
が
「
で
は
」

と
余
に
言
ひ
つ
。
い
と
あ
や
に
く
し
。

何
時
し
か

H
も
陰
り
風
強
く
な
れ
り
。
彼
の
芳
し
き
漆
黒
の
飲
料
求
め
、

キ

ル

ヒ

教
会
が
傍
ら
に
我
高
し
と
鈴
え
建
つ
、
カ
ア
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
な
る
百
貨
店

の
カ
フ
エ
に
赴
く
。
珈
琲
一
杯
―
―
マ
ル
ク
八

0
ペ
ニ
ヒ
は
、
余
ら
学
生
に

は
幾
ば
く
か
高
価
な
れ
ど
、
ま
だ
し
も
良
心
的
な
る
値
な
り
。
二
階
の
窓

(
5
)
 

側
に
座
し
て
、
先
程
ま
で
座
し
た
る
長
椅
子
を
眺
む
る
。
「
マ
ル
ク
ト
」
と

稲
す
る
停
車
場
の
側
に
て
、
女
衆
男
衆
の
往
来
、
時
過
ぐ
る
ご
と
に
増
し

に
け
り
。
邊
り
は
や
う
や
う
夕
闇
の
支
配
す
る
虞
と
な
り
ぬ
。

(
6
)
 

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
に
来
り
し
初
、
鉄
道
列
車
に
て
同
國
女
子
を
一
人
見
知

か
り
そ
め
ホ
テ
ル

り
き
。
騨
近
く
の
仮
初
の
宿
に
我
が
荷
物
を
投
げ
出
し
て
後
、
彼
女
の
寄

(
7
)

た

ず

宿
舎
を
訪
問
ぬ
る
も
、
学
友
諸
君
の
歓
待
に
時
の
経
つ
の
も
憶
え
ず
。
友
日

く
、
「
往
路
公
車
に
て
ひ
た
す
ら
山
を
下
る
べ
し
。
停
車
場
『
マ
ル
ク
ト
』

ホ
テ
ル

に
て
下
車
す
れ
ば
、
汝
が
宿
に
程
近
し
。
」
時
既
に
十
一
時
を
回
り
て
、
マ

ル
ク
ト
附
近
に
道
を
尋
ぬ
る
人
も
無
し
。
酔
ひ
た
る
男
の
雄
叫
び
闇
に
響
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ザ
ン
ク
ト
・
ヨ
ハ
ニ
ス
・
キ
ル
ヒ
ェ

(
1
)
聖
ヨ
ハ
ニ
ス
教
会

(St.
J
 o
h
a
n
n
i
s
 K
i
r
c
h
e
)
。
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の

中
心
地
旧
市
庁
舎
裏
手
に
聾
え
る
、
街
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
っ
。
塔
の

上
に
は
学
生
が
住
み
、
塔
に
上
り
た
い
者
は
、
入
場
料
を
払
う
か
、

そ
の
学
生
の
た
め
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
を
持
参
す
る
こ
と
に

注

い
て
、

な
っ
て
い
る
。
教
会
横
は
、
石
畳
の
ち
ょ
っ
と
し
た
公
園
に
な
っ
て

ベ
ン
チ
や
木
馬
等
が
お
い
て
あ
る
。

に
、
新
た
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

ー
お
お
の

き
、
木
立
の
ざ
わ
め
き
に
心
穏
や
か
な
ら
ず
。
時
雨
と
な
り
ぬ
。
未
だ
馴

お

ぼ

つ

か

ホ

テ

ル

染
ま
ぬ
石
畳
に
足
元
覚
束
ず
、
我
が
宿
求
め
久
遠
の
闇
を
初
捏
い
た
り
。

キ
ル
ヒ

珈
琲
何
時
し
か
冷
た
く
な
り
ぬ
。
教
会
の
鏑
が
六
時
を
告
ぐ
る
。
豊
太

郎
は
、
大
臣
の
為
し
た
る
帰
閥
要
請
に
「
承
り
侍
り
」
と
答
ふ
。
数
頁
後

に
訪
れ
る
「
舞
姫
』
の
哀
し
き
結
末
は
、
お
の
が
僑
居
、
グ
リ
ン
ム
を
右
に
、

ひ
ね
も
す

ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
左
に
終
日
こ
つ
座
す
る
、
我
が
讀
書
の
窓
下
に
て
い
ざ

讀
ま
ん
。

ひ
さ
こ
・
文
学
部
准
教
授
ー

＊
本
稿
は
、

H
本
グ
リ
ム
協
会
九
州
支
部
会
報
「
グ
リ
ム
九
州
」
第
四

0
号
に

掲
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
「
読
書
ノ
ス
ス
メ
ー
も
し
も
『
舞
姫
』
を
独
逸
で
読

ん
だ
な
ら
ー
〔
ド
イ
ツ
留
学
珍
日
記
③
〕
」
（
二

0
0
一
年
六
月
）
を
も
と

と
を
察
知
し
、
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
声
を
か
け
た
。

(
7
)
日
本
よ
り
予
約
し
て
い
た
学
生
寮
に
は
到
着
の
翌
日
入
居
し

た
。
彼
女
の
寮
は
、
小
高
い
丘
の
上
の
ボ
ン
ヘ
ー
フ
ァ
ー
通
り

(Bonhoefferweg)
と
い
う
、
ナ
チ
に
抵
抗
し
た
人
物
に
ち
な
ん
だ
通

り
に
あ
っ
た
。

(
6
)
 

本
と
比
べ
れ
ば
安
価
で
あ
る
が
、
例
え
ば
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の

キ
ャ
フ
エ
テ
リ
ア
や
学
生
食
堂
で
は
、
当
時
コ
ー
ヒ
ー
一
杯

l
,
l
O
D
M

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
二
倍
以
上
の
値
段
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
5
)
注

(
1
)
の
旧
市
庁
舎
正
面
に
広
が
る
の
が
、
マ
ル
ク
ト
広
場
で
あ
る
。

バ
ス
停
「
マ
ル
ク
ト
（
広
場
）
」
（
M
a
r
k
t
)
は
、
旧
市
庁
舎
の
裏
手
、

一
車
線
一
方
通
行
な
が
ら
、
市

(
4
)
 
ユ
ー
ロ
施
行
前
の
ド
イ
ツ
の
通
貨
単
位
。

2
,
8
0
D
M
(
ニ
マ
ル
ク
八
〇

ペ
ニ
ヒ
）
は
、
当
時
の
レ
ー
ト
(
l
D
M
=
¥
5
0
)
で
は
約
一
四

0
円
。
日

営
バ
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
路
線
が
こ
こ
を
通
っ
て
い
る
た
め
、

往
来
と
乗
降
客
が
絶
え
な
い
に
ぎ
や
か
な
一
画
で
あ
る
。

ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
駅
に
出
て
、

一
九
九
九
年
九
月
三

0
日
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
到
着
。
そ
こ
か

ド
イ
ツ
の
新
幹
線
と
い
わ
れ
る

I
C
E
 
(Intercity E
x
p
r
e
s
s
)
 
で
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
ヘ
向
か
っ
た
。
混

み
合
っ
た
車
内
で
同
年
代
の
東
洋
人
女
性
に
出
会
い
、
お
互
い
の

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
や
服
装
の
雰
囲
気
で
、
お
互
い
が
日
本
人
で
あ
る
こ

聖
ヨ
ハ
ニ
ス
教
会
と
の
間
に
あ
る
。

(
3
)
ド
イ
ツ
語
で
「
チ
ュ
ス
」

(Tschtis)

と
い
う
。

(
2
)
当
時
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
れ
ぱ
ん
だ
」
の
こ
と
。

バ
ス
の
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